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純農村妊産婦検診に於ける徽毒反響と

其の影響亜に流早死産の原因及び乳幼

児死亡の原因的疾患の統計的観察

金澤無残大巧理學的診療學教室（主任挙松教授）

專攻生 盛岡病院婦人科

岩手讐大 學 生

五 日 市   信

 ］fakoto Jtszekaiehi

川  名 林  治

  勘ザ Ka・r，anα

（昭和24年4月26目受附）

内 容抄録

 余等は純農村妊産婦1203名について，徽毒焔鷹とそ

の影響，流早死塵の原因，乳幼兇死亡の原因的揆患等

について調査せり．郎ち緻毒忌懸陽性率は7．6％にし

て，1945年より1948年忌かけて漸次増加せり，

 弱毒反証陽性者の流早死塵は生後間もなく死亡せる

ものを含めて46・69％であり，その乳幼児の死亡率は

39．⑪1％なり．

 徽毒反慮陰性者の流早死産激は農繁期重勢働による

ものが32・n％で最も多く，その乳幼児死亡i率は32・7

％なり．

 乳幼児の死亡原因は消化不良，急性肺炎，先天性弱

質が最も多し．

 以上よbして，農村女性の血液検査及び徹底的二二

療法の實施と農村妊産婦及び乳幼児の保護封策の重要

を痛感す．

第1章緒
 娘産婦徽毒の影響は，その害如何に甚大なる

かは既に幾多先輩諸氏により調査：報告せられあ

るも，多くは二大學病院及び各産院等の外回患

者或は入院患者等による二二婦人の統計観察な

り．又絡職後性病の蔓延は都議のみならす農村

への侵入も亦大ならんとす．而も農山村の保健

温

酒策は何ら見るべき恩のなく，年々病毒の蔓延

と流早死産或は乳幼免死亡の増加を見るに至れ

り．

．此虚に於て，余等の實施せる純農村妊産婦槍

診3箇年の威績と，その推移を記録し農山村妊

産婦保護樹策に資せんとす．

第2章 検査材料並に検査方法

   第1節 槍査人員並に検査材料

 被橡者は全て妊婦にして総激1203名なり．

 妊娠月別分類は第1表の如し．ip

 樵診地は飯岡縞太田村の2箇村にして，盛岡より

夫々商北に2～3里離れたる廣大肥沃な田地を有する純

股村なり．

 検査は昭和20年8月より昭和23年8月に至る3箇年

にして，毎月1～2回夫k現地村役場に於て糠診せり．

検診には第2表の如き用紙を用いたil ．

 徽毒血清反懸は先づ井出氏反態を調べ，疑はしきは
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玉日市・川  名． 369

第1表槍査 人 員

妊娠月厳 入員

妊娠 3 月 19

妊娠 4 月 42

妊娠 5 月 1q
妊娠 6 月 ユ59

妊娠 7 月 化9

妊娠 8 月 207

妊娠 9 月 256

妊娠10月 25⑪

合   計 12⑪3名

一

総てワ氏，村田氏反磨に依れり．

 樵血総人員797名にして，3箇年に亘り延85回實施

せり．その年度別回激人員は第3表の如し．

 井出氏反恋による梅査は地理的，時間的に不便なる

爲二途にして全員二二ぜb。二って確實なる槍査入員

797名のみの統計をとれり．

     第2節實施 要領

 實施にあたりては，講師奉職中の盛岡産婆看護婦學

校及び盛岡保健婦養成所の生徒3名つつを交代に参加

せしめ，臨床二丁の指導をなすと共に，聞診・探血。

検尿等にあたらしめたり．妊婦槍診にあたりては，母

盟の健康状態，胎見異常の有無等を診察し，妊産婦手

帳を交附し，異常ある者は翌月の再樵査或は沿療入院

等諸種の指導を講じたり．

第2表調  査  表

姓名1一年酬 陣剰 i住酬
月 経  初 経  歳 月 正  不 順  痙 痛

最終三縄、月 目  二間  分娩豫定日 月 日

結婚年齢  歳 月  夫の二二  性病

妊娠  分娩回数  第1回 歳 月  最終分娩歳 月

生二三    死亡工数    其の疾患

流早死産撒  ケ月  回  原 因

                母 乳
�摯ｪ娩の難易異常   乳汁分泌    人 工 榮 養4＝』                  混 合

既往疾患    離乳期                  嘱

悪阻輕帳胎動月日より岡岬就
1

食 慾  便 適  尿 意  盗 汗  咳 嚇

尿  性  透 明  蛋白（）  ワ氏反感（ ）

瞳濫   診察

一一一般   乳房

腹 部

兇心門

浮 腫    腱反射    血 麗i

診 断       指導事項
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純農村妊産婦梅診に於ける微四丁磨と其の影響並に流早死産の原因及び
       乳幼兇死亡の原因的疾患の統計的観察

第3i苺WR槍査回敷と人員

人 員

聖

第6表太田村WRの攣遷

年 度

昭 和 20 年

昭 和 21年

昭 和 22年

昭 和 23年

合 計

回 数

13

28

28

16

85回

184

182

295

136

797名

15

10

5 g25

20年  21年  22年  25年

as 5章検査成績

 t 第1節 飯岡村に於ける検査成績

 楡血総人員541名画血渚反慮陽性者36名（6．65

％）なb．宿明回数延49回．

 その成績は第4表，第5表の如く血清反鷹陽

性者漸増の傾向を示せり．

第4表飯岡村WRの攣羅

IS

10

5 噸ア6s・es

  50

釦年 21隼 22年 2轟年

第5表飯岡村のWRの陽性率

離劃百分比

第7表 太田村WRの陽性牽

年 度 検査人員 陽性者 百分比

昭和20年

ｺ和21年

ｺ和22年

ｺ和23年

64

U2

X7

R3

45106

6．25

W．06

P0．3

P8．18

合 計 256 25 9．76％

     第3節 2箇村の統括
 鼻血人員797名中血清反慮陽性者61名（7．6％）

なり．槍査回数延85回．

 その成績は第8表及び第9表の如し．

第8表 2箇村のWRの攣遷

15

年頃度

昭和20年

昭和21年

昭和22年

昭和23年

’合 計

面諭入員

120

120

198

103

541

7

6

15

8

36

5．83

5．0

7．57

7．76

6．65e／e

10

5

  コ

ノ“29
5舗  5・艶

20年 21年 22年 25年

第9表 2箇村のWRの陽性率

   第2節 太田村に於ける槍i査二二

 槍i査人員256名中血清反慮陽性者25名（9．76

％）なり．槍査回数延36回．

 その成績は第6表，第7表の如く血清反慮陽

性者急激に増加の傾向を示せり．

年 度 梅査人員 陽性者 百分比

昭和20年

ｺ和21年

ｺ和22年

ｺ和23年

184

P82

Q95

P36

11

P1

Q5

P4

5．95

T．98

W．4

P0．29

合 計 797 石1 7・6％
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五日市・川 名 371

             第4章徽毒血慮陽性者の流早死産激

  第櫛飯岡村に於ける一骨  3一物姓婦8名縫婦28名なり．その成績

     陽性者の流早死産数        は第1⑪表に：示す如し．    n，

槍血人員541名中陽性者36名にして，陽性者

            第10表 飯岡村のWR（十）の語素死産数

                   VVIV肛Vm！XX計百分比
                            q

                    2 ［ 1 1 5 t 1 1 1 9 1 23．070／，

                         4161 1101 25．M
                           3 1 9 1 12 1 30．76

                              1－gTiol一，，

                           合 計  39名

  第2節 太田村に於ける徽一反慮     25名中初妊婦5名，経産婦20名なり．

     陽性者の流早死一三         その成績は第11表の如し．

楡：血人員256名中陽性者25名にして，陽性者

姫娠月 1 II 1旺 五V

流  産

? 産

? 産

1

先天徽毒兇にて生後

第11表太田村WR（＋）の流早死産数

妊娠月

流

弊

死

産

産

産

1 1［ UI

2

iv
?v 1 vi lvir lvriii ixl x

1 1 2 2

1 2

3

計

8

3

3

百分比

32．0％

12．0

12．e

先天徽毒兇にて生後間もなく死亡 回44・・

合 計  25名

    第3節2箇村の統括 ・
槍血人員797名中陽性者61名にして，陽性者

61名中初妊婦13名，経産婦48名なり．

 その成績は第12表の如し．

第12表 2箇村のWR（十）の流早死虚無

妊娠月

野

暮

死

産

産

産

1 i 1［ 夏工1

3

正V

1

v

3

V1

3

VI！

7

V正旺

5

正X

8

3

x

12

計

ユ7

13

15

百分比

26．56e／e

20．31

23s43

先天三座児にて生後間もなく死亡ぜる者 國29・68

合 計  64名
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純農村妊産婦槍診に於ける徽毒丁丁と其の影響並に流早死産の原因及び
      乳幼児死亡の原因的疾患の統計的観察

第5章 徽毒反身陰性者の流早死白白及びその原因的疾患

 徽毒反癒陰性者の流早死産総数137名園，そ

の原因不詳なる者54名（39．17％）にして，この

中には不識徽毒，不顯徽毒の含まるNものと思

はる．次で農繁期過勢による者31名（22．62％），

榮働中の轄倒或は高所よ砂の墜落等による者13

名（9・48％）にして，爾者合計44名（32．11％）の

筒率を示す．胎見位置異常（骨盤位，足位等）に

よる死産数11名（8．⑪2％）にして，狭骨盤による

死産数は3名（2．18％）なる竜骨盤計測よbして

狭骨盤に：非らすして，過熟見による分娩障碍

と推定され，爾者合計14名（10．21％）に達す．

（第13表）

第13表 WR（一）の流早死産敷

妊娠月
1 1【 瓜 IV V VI V皿 VHI IX X 計 百分比

病  名

腎 1臓  炎 1 2 1 6 9 6．56％

肺     炎 2 1 3 2．18

轄倒・墜 落 1 1 4 1 6 13 9．48

農繁期螢働 1 3 16 1 2 4 2 2 31 22．62

原 因 不 詳 3 8 ・8 6 3 8 5 2 1 10● 54 39．41

位 置 異 常 11 11 8．⑪2

子宮 後 屈 3 2 5 3．64

前 置 胎 盤 2 2 1．45

子     禰 1 1 0．72

狡  骨  盤 3 3 2．18

子宮外姫娠 1 2 3 2．18

胞 状 鬼 胎 2 2 1．45

合 計 137名

第6章季節による流早死産の關係

 農繋期過勢に原因する流町死産数31名中季節

的關係は8月最高にして，農家の除草期にあた

る．（第14表，第15表）

始i娠月数よb見るに妊娠3箇月にして流産す

るもの最：も多く51．6％を占む．

第14表 季節による流血死産の關係

10

’

入 且

@ 妙⑧
4 5 6 7 8 9 10 11 12

［ 100 ］



五日市・川 名 373

第15表 細断死産の季節とその人員

藻）レ・ 2 3 4 5 6レ8
，1
  1e     12   11       計

［23回7［6415口3・

第7章分娩二三並にその生免撒及び死亡兇微の二丁

  第1節 丁丁丁丁陽性者の総分娩見数

    並に：その生見撒及び死亡見数

 徽毒i反慮陽性者61名中心妊婦13名，経産婦48

名な、り．総分娩兄数は223名にして生見籔：136

名，生後5歳以内に死亡せる者87名にして，そ

の死亡率は39．01％なり．

 分娩頻度は寸寸4・6人にして，最：も多い分娩

数は11回なD．（但し一徳死産を含ます．）

 死亡率は分娩回激の進むにつれで高く，分娩

回tw 9回に於ては50．0％，10回に於ては55・0％，

               ノ11回に於ては63．63％となる．（第；16表）

第16表 WR（＋）の分娩回数とその死亡率の品品

分娩回激 1 2 3 4 5 6 7 i8 9

 （人員）分娩頻度

6 8 6 4 6 i6 4 3 2

分娩号数 6 16 18 16 30 36 28 24 t、18

生児歎 5 10 12 7 21 20 22 17 9

死亡児敷 1 6 6 9 9 16 6 7 9

死亡率 16．66 37．5
33．33  1 56・2『30・。 44．44 21．42 29．16 50．0

  第2節徽毒画一陰性者の総分娩兇数

    並にその生兄敷及び死亡丁数

 徽毒反慮陰性者の内初妊婦：361名，経産婦781

名，総分娩二二は2614名にして生見数1759名，

死亡二心：855名なりr．

10

 2

20

 9

11

55．0

11

 1

11

 4

 7

63．63

計

 223

 136

 87
3g．olo／o

 分娩頻度は準均3．3人にして最高分娩回数は

12回なり．（二二死産を含ます．）

 死亡率は32．7％にして，分娩回激多き程死亡

率高し．（第17表）

第17表 WR（一）の分娩見数とその死亡率の關係

分娩回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

（人員）

分娩頻度 127 125 98 72 76 58 44 32 19 11 2 5

分娩児数 127 250 294 288 380 248 308 256 17r 110 22 60 2614

生児激 87 169 204 203 248 246 204 179 118 56 13 32 1759

死亡：兇数 40 81 90 85 132 1⑪2 104 77 53 ・54 9 28 855

死亡率
31．49  ｝ 32．4 30．61 29．50 34．73 4ユユ2 33．76 30．07 30．99 49．⑪9

40．9 帽

46．66 32・7％

第8章 農村女性の初婚年齢並に乳幼兜死亡の年齢及びその原因的疾患

第1節 農村女性の初婚年齢 確實なる1057名の統計によれば農村女性の初

［ 10t ］



374 純農村妊産婦樵診に於ける懲一反鷹と其の影響鮪に流早死産の原因及び
       乳幼児死亡の原因的疾患の統計的観察

第18表 初 婚 年 齢

繍年輩人則二二
14

15

16

17

18

19

20

2工

22

23

24

25

26

27

28

29

T 1 o．og

13 1 1．22

66 1 6．23
工93  ｝ 工8．25

204 1 19．29

174 1 16．44

1s6 1 14．7s

93 ） 8．79

56 i 5．29

55 1 5．2

17   ユ．6

 8 i O．75

13 1 1．22

 6 1 O．56

 1 i O．09

 1 1 O．09

合計1・・571

婚年齢は比較的早く，最：も早き者は14歳1名

（⑪．09％），15歳13名（L22％），16歳66名（6．23％）

にして，最も多きは18歳204名（19．29％）なウ．

25歳以降の初婚は少く，多くは結核性疾患等に

て不縁の者なり．（第18表）

   第2節乳一見死亡の年齢及び、

       その原因的疾患

 満5歳以内に死亡せる者660名にして，その

内生後ユ年以内に死亡せる者318名（48．18％），

生後1年より5年迄に死亡せる者342名（53・33

％）なり．

 生後1年以内に死亡せる者3一名中先天性弱

質，急性肺炎，治化不良症にて死亡せる者塵倒

的に：多く，満5歳以内に死亡せる者660名中消

化不良症，急性肺炎にて死亡せる者厘倒的に多

し．（第19表，第20表）

第19表 乳幼児死亡の年齢及びその原因的疾患

 年  齢

a  名

1年
｢満
1年 2年 3年 4年 5年 1計 百分比

百  日  咳 10・ 3 5 5「’ 1 3 27 4・09％

ヂフテ リ 一 1 6 9 6 3 25 3．78

肺     炎 91 8 29 16 6 3 153 23．18

先 天 弱 質 122 122 ユ8．48

消化不良症 64 21 44 45 13 187 28．33

麻     疹 1 4 13 11 2 2 33 5．0

疫     痢 1 3 12 16 2．42

原 因 不 詳 8 2 3 3 3 3 22 3．33

榮 養 不 良 5 4 1 1 11 1．66

結核性麟膜炎 2 3 7 3 2 17 2．57

乳 児 脚 氣 9 3 12 1．81

猫による窒息 6 6 0．9

そ  の  他 4 4 5 9 2 1 5 29 4．39

合   計 318 43 116 112 4gl 22 660名
1

（死亡原因中その他とあるは火傷・溺死・魅死・礫死・外傷或は外科的疾患等を含む．）

［ 102 ］
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第20表 1歳未満に：死亡せる乳幼見の原因的疾患

 百  日 咳

 ヂフテリーL

 肺    炎

 先天弱質
 融化不良症
 麻    疹

原因ネ詳
 結核憧磯膜炎

 乳兇薫掛
 猫による窒息

 そ  の  他

合 計

1月
以内

21

101

 5

1

1

1

2

2月

4

19

15

15

1

4

4

2

ilF， IT，

3月

3

20

2

18

3

2

ユ

49

4月

1

9

1

5

1

1

18

sA

4

3

8

1

16

6月

2

4

1・

1

8

7月

4

1

5

8月

1

1

2

1

z

6

9月

3
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第9章総括並に考案

 戦孚に伴ふ國民生活の窮乏により所謂職時無

月下，子宮垂脱，脚氣妊婦，結核妊婦，或は新

産繭膿重減少等は増加し，殊に太平洋職争の後

世より絡戦後にかけて夫等の攣化は統計的に有

意な程度に達せり．（三谷）その内子宮下垂或は

脱出等は國民生活の窮乏，榮養不足等は骨盤底

諸筋の弾力性と彊靱性を減弱せしめ，且婦人の

螢働の増加と相倹って昭和16年以降昭和20年に

かけて著しく増加せるは，石川，山田，原等に

より報告せられたり．

然し純農村に於ては戦後と言へども婦人勢働の

過重，脂肪蛋白等榮養撮取量の不足は何等改善

されす，加へるに性病は復員者の増加と共に激

増し，一方衛生知識の不足，衛生機關の不備等

によウ婦人科疾患の増加，流早死産或は乳幼見

死亡率の増加は當然豫想さるSものなり．

 一等の統計観察によれば徽毒反慮陽性率は槍

i査人員797名申61名（7，6％）にして，昭和20年8

月～12月迄の検査成績は5．95％，昭和21年1月

～12月迄の槍査成績は：5．98％昭和22年1月～

12月迄の槍査成績は8．4％，昭和23年1月～8．

月迄の検査成績は10．29％にして漸増の傾向に

あり．申原の昭和22年11月の報告によれば，日

本に於ける現在の早堀反慮陽性者は成入の10％

以上に及べD．谷野は6591名申8．5％，澤崎は

3520華中10．55％，中島は7836名中3．5％，澤崎

は妊婦830名中2．3％，條田は中宮8518名中4．5

％叉妊娠時に於ける血清反騰の非特異性陽性承

認は0・3％と報・告せ抄。余等の統計観察に於て

も純農村に於て職後逐年徽毒の増加しつエある

を推定せしむ．

 徽毒による影響は直土に擦れば陽性婦人240

名中流早死産14％，生後1年以内の徽毒による

乳見死亡を伽うれば23％に及ぶ．

 中島は流早死産及び生後10H以内の死亡者は

31％，更に生後7歳迄の死亡を含めば41％に及
    ノぶと云ふ．澤崎に擦る乏血清反慮陽性者の流早

死産及び生後死亡率は陰性者の夫れに比し2 ，1倍

張となり，山田・廣島は陽性一三の63・6％に流

早死産の既往ありとし，鈴木は陽性母氏の分娩

総藪の22・5％が流早死産な9とす・下等の統計

によれば徽毒によると推定される流早死産は

46．69％なり．（但し分娩後闇もなく死亡せる者

を含む，）而も地理的，時間的，経半白關係か

ら，，その殆どが治療皆無叉は治療不徹底なり．

騙徽療法實施者は未治療者に比しはるかに流早

 ’
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死産の少きは既に立設せられたるととろにし

て，農山村妊産婦に封し何等かの張力な劃策を

講ずべきものと信ず．

 徽毒反町陰1生者の流阜死産は農繁期過勢によ

る者が全流早死産の22．62％，螢働中の興野或

は高所よゆの墜落等による者は9．48％にして，

合計32．11％なり．無智或は衛生知識の貧弱等

によりその原因不詳なる者は39．41％にして，

この中には不識徽毒，不興徽毒も相當含まるS

ものと推定さる．澤崎は不顯挙隅は3370名中

2，4％と報告せり．

 胎見位置異常EPち骨盤位足位等の異常分娩に

よる死産藪ほH名（8．02），狭骨盤による死産敏

は3名（2．18％）なり．然し異常分娩による死産

の殆どは助産婦或は助産者（分娩に維験のある

村の老婆等）の分娩介助不熟練による墜死叉は

産道内窒息死によるものと推定され，叉狼骨盤

とせられたる者は，その骨盤計測よりして，狭

骨盤に非すして，過熟見の産道内窒息死と推定

さる．撃って助産婦又は助産者の分娩介助不熟

練による死亡率は10．21％の高…率なり．

 季’節による宇陀死産は8，9月の除草期に：最

高にして，農繁期過勢による流早死産中妊娠月

敷より見れば，妊娠3箇月の流産最も多し．農

山村に於ては冬期に受胎率の平なるは既に立町

されたるところにして，從って農村妊婦に干て

は田植よウ牧穫迄の期平中過重の勢働，脂肪蛋

白等の榮甲羅取量の不足，作業中の不自然な姿

勢等の影響によb流早産を來すものと思はる．

 農村婦人の分娩頻度は分娩回数12回の者5名

を最高とし，5，6，7回の者多し．（但し流

物死産を含まない．）而も分娩下敷多き程死亡率

高し．

 徽毒言慮陽性者の分娩焼野223名中5歳未満

にて死亡せる者87名（39．⑪1％）にして，澤崎の

27．3％より多し．

 徽毒反慮陰性者の分娩児緻：2614名中8歳迄に

死亡せる者855名（32．7％）なり。5歳未満に死

亡せる者660名中消化不良症にて死亡せる者187

名（28．63％），急性肺炎にて死亡せる者153名

（23、18％），先天性弱質にて生後1年以内に死亡

せる者122名（18・48％）にして最も多し．高橋の

本邦各大判小児科の綜合統計に興ると死亡率は

男子56．8％，女子43．2％にして，死因の首位は

下痢及び腸炎，次で結核性騒膜炎，肺炎，疫痢

等なD．反骨先天弱質，氣側枝炎，流行性感冒，

乳見脚下等は非常に少く，申村の昭和9年以來

12年間の統計に隣れば死因は2歳未満の下痢及

び腸炎が主位を占め，次で結核性騒膜炎，肺炎

等で反之先天弱質，乳見脚氣，先天徽毒を死因

とする者は少）・．

 三等の統計観察はこれに反し，農村に於ては

乳幼見疾病は絵程の絵裕なきかぎり入院加療せ

す，1回の診療に．より服下するか，責藥による

者も多く，大病院の統計に比し相當の差異を生

すべし．而も農村女性の警學常識よDしてその

病名必すしも要當ならざるもの多しと考へらる

Nも概ねその趨勢を知り得．

 百日咳，ヂフテリー，疫痢，結核性臓膜炎に

よる死亡率も相判高く．麻疹による死亡率は5

％にして2～3歳に於て高し．炭谷の學童1090

7名の調査によると3～4歳が感染率最大を示

せり．

 猫による即智窒息死は6名（0．9％），その他

の死亡者中には火傷（園櫨裡），溺死（溜池），塵

死，櫟死，外傷等の事故死を含み29名（4．39％）

ta b．これは農家の不注意去，農繁期の多忙に

よるものと推定さる．

 農…村女性の結婚年齢は比較的早く，最：も早き

は14歳1名（O．⑪9％），15歳13名（L22％），16歳

66名（6・23％）にして，最も多きは18歳204名

（19．29％）なり．これは農山村の性的無智並に

衛生知識の鋏除と共に人手不足に原因し，嫁と

してよりも働き手として早婚の口慣があわ，殊

に廣大な耕作地を有する地方に於て見られる現

象なり．

 25歳以降の初婚は極めて少く，多くは結核性

疾患等にて不縁の者なり．

【104コ



五日市・川 名 377

第IG章結

 余齢は純農村妊産婦槍診1203名について，次

の如き結果を得た．

 （1）徽毒i反戦陽性率は昭和20年5．95％，昭和

21年5．98％，昭和22年8．4％，昭和23年｛0．29％

と漸増し，都會の陽性率と大差なし．これは職

争の影響と共に地理的，経濟的の關係から多く

は治療皆無叉は治療不徹底によるものなるべ
し．

 （2）徽毒反鷹陽性者の流早死産血は島流早死

産数の46．69％の高率に達し，都脅婦人の統計

観察に比しやN大なり．從って農村女性の血液

検査並に陽性者の徹底的騙徽療法の實施は緊要

なる問題なり．

 （5）農繁期重勢働及び作業申の弊倒，高所よ

夢の墜落県勢働期上中の流早死産は全流早死産

の32，11％の高…率なり．

 （4）馬飼死産の季節的關係は8，9月最高に

して，妊娠月数3箇月最：も多し．これは過半と

作業中の不自然な姿勢，脂肪蛋白等の榮養不足

に起因するものにして，農村姫産婦保護樹策の

重要性を痛感せしむ．

 （5）異常分娩による死亡牽は10．21％にして，

この原因は助産婦叉は助産者（分娩の経験ある

論

村の老婆等）の分娩介助不熟練による假死或は

産道内窒息死によるもの多きを推定せしむ．

 （G）徽毒言慮陽性者の死亡率は39．Ol％の高

率なり．而も分娩回敷多き程死亡率高し．

 （7）徽毒反魂陰性者の死亡率32．7％な鉱而

も分娩附帯多き程死亡率高し．從って徽毒反憲

陽性者に於ても，叉陰性者に於ても分娩回数多

き程死亡率は高し．これは母髄保護並に優生學

的見地より甚だ重要なる問題にして，適切公正

なる優生法第16條の適用を必要とす．

 （8＞農村婦入の初婚年齢は比較的早く，最：も

一早きはi4歳1名（0．09％）なるも，最：も多きは18

：歳204名（19．29％）なり。

 （9）乳幼見の死亡率は潰化不良症28．33％，

急性肺炎23．18％，先天弱質18．48％最も多く，

麻疹5％，百日咳尋．09％，ヂフテリー3．78％之

に次ぐ．先天弱質者は多く数箇月以内に死亡

す．これは母艦の榮養不足，哺育の不充分，育

晃知識の不足等に起因するものなるべし．一

 （下肥するにあたり御校闘を賜りたる恩師4S松教授

荊に終始御指導頂いた盛岡病院婦人科部長横川搏士に

深甚の謝意を表す．）

主 要 文例

1） ＝｝す」ヒ賢≡≡…： 十全會雑誌， 35穫㍉  1號， 445 （昭

5，1）．  2）ii答山浩二＝助産のi栞，509，8062

（昭13，8）．  3）アメリカ甦憲衛生協會肚

會二丁，3巻，4號，2（昭13，9），’ 4）南

都二日蓑…：保険轡事衛生唐IJ干ll eeJ 6（昭13，7）．

5）慶昆・山田：臨床小児科雑誌，12年，1G號，

873（昭13，10），  6）：答口一三鄭：日新醤：學，

32年， 7號550 （丁寧18，フ）．    7） 森th豊： 臨床

文化，14巻，2朧，10（昭18，7）．  8）澤崎・

水野＝日本婦入科學會雑誌，38巻，8號，663（昭

18， 8）． 、   9） 倥藤郷麟： 治療， 28巻，，6號，

157（昭21，6）．  10）石構卯・吉：治療，28巻，

6．號，150（昭21，6）．  11）大久保・浦江＝

臨床の皮膚泌尿と共境域，8巻，4號221（昭
18， 4）．      12） 劉守O＝ 一卜全會雑誌， 48巻，

4號，952（昭18，4），  13）盤木壽i和子 ：：東

京女醤二二雑誌，13巻，1號，102（昭18，3）．

14）濱田宗之助＝児科雑誌，49ts，3號，243（昭

18，3）．  15）規下期副＝學校衛生，23巻，3

號，24（昭18，3）．   16）荒田敏昌；同仁會

醤學雑誌， 16墾妻， 12號， 728 （昭 17， 12）．

17）石川硬鱗：塵科と婦人科，13巻，2脇，8（昭

21， 3）．    18） 山田一一夫＝ 治療， 28，3號， 52

（昭21β～． 19）高橋次耶，臨床内科小児耕，

1巻，1號，61（昭21，11）．  20）申村恒鍔3

最新醤學，1巻，5號，202（昭21，10）．
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21）三谷崎＝塵科と婦入科，14巻，1號，1（昭

22，1）。   22）湘木三雄：日米署學，2巻，

エ號，5（昭22，1），  23）中島幣：臨床婦入

耕，1巻，2號，137（昭22，4）。  24）篠田

糺：蟹學，2巻，3號，699（昭22，3），  25）

大川公庫＝産科と婦人科，13巻，5號，11（昭21

6）．   26）稼田糺：日本臨床，5巻，11號，

645（昭22，1工）．  27）申原籠之助＝日本臨床，

5巻，11號，652（昭22，11），  28）澤嶋一州：

産耕と婦人科，14巻111號，257（昭22，11）．

29）谷野・小原：皮膚耕性病科雑誌， 57ts，2・3

號，38（昭22，6）．   30）太田コ…雄富盟性，

32巻，1號，15（昭22，1）．  3ユ）市川・篠i

田＝燈性i，125巻，11號｝，819（昭工3，11）．

32）屋代周二＝臨床の皮膚泌尿と其の境域，3巻，

11號， 949 （昭13， 11）．      33） ヰ1村廣夫： 髄

性，32巻33號，15（昭22，5）．  34）中島

精：綜合二丁，4巻，5號，150（昭22，3）．

コ【置閥糠微鏡
 Essi 600pa，，，

       900借

 E’〃二型4500借

            並型！0祇入染膚壼

          潔億各種附凋莇

理化学 ヰ戒ど硝子Utテy／Ne一ト

           g：ii11ill：）

カAL・Xライドゲラえ

   チ■デル漕罎
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